
４年 単元名「下水の処理と利用」（全 12 時間） 

段 階 時 学 習 活 動 

Ⅰ 
「学習問

題の設定、

学習への

見通し」 ① 
② 

○使った後の水のゆくえについて話し合い、本単元の学習問題、学

習課題を設定する。 
・使った後の水がどこにいくのかについて話し合う。 
・使った後の水のゆくえについて、学習問題を立て、学習の計画を

話し合う。 

Ⅱ 
「現状の

理解、問題

点の把握」 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

○使用後の水のゆくえについて調べ、分かったことを流れ図にまと

める。 
・下水処理場の位置や処理の仕組みについて、資料をもとに調べ、

流れ図にまとめる。 
・下水の処理や、処理した後の資源の再利用の取り組みについて、

ビデオを見て調べる。 
・下水処理場を見学し、下水処理の仕組みを調べる。 

Ⅲ 
「深まっ

た課題の

設定」 ⑦ 

○下水処理場の方から聞いた季節別運転管理の取り組みについて調

べ、深まった課題をつくる。 

Ⅳ 
「多角的

に考察、選

択・判断」 
⑧ 
⑨ 
⑩ 
⑪ 

(本時) 

○様々な立場の方の話を聞き、それらをもとに下水処理場がこれか

ら大切にしていくべきことを話し合う。 
・海苔の色落ちの現状について、漁場者の方に話を聞く。 
・季節別運転管理のねらいや、様々な考え方について、香川大学の

先生から話を聞く。 
・季節別運転管理をどのように行っていけばよいかについて、自分

の考えをもつ。 
・様々な立場の考えをもとに、下水処理場がこれから大切にしてい

くべきことについて話し合う。 
Ⅴ 

「自分な

りの最適

解の表出」 

⑫ 

○学んだことをもとに、これからの自分にできることを選択・判断

する。  

【深まった課題】 

水をきれいにするはずの下水処理場が、完全にきれいにして

いない水を海に流しているのはなぜだろう？ 

【学習問題】 

水は、使った後はどこへいくのだろう。水のゆくえを流れ図

にまとめて、そのひみつを探ろう。 
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４年 単元名「地震からくらしを守る」（全 10 時間） 

段 階 時 学 習 活 動 

Ⅰ 
「学習問

題の設定、

学習への

見通し」 ① 
② 

○自然災害について話し合い、本単元の学習問題、学習課題を設定す

る。 
・香川県でこれまでに起こった自然災害について調べ、南海トラフ地

震には周期があり、今後起こり得る災害であることを知る。 
・南海トラフ地震による香川県の被害想定から、単元の学習問題を設

定し、調べるための計画を立てる。 

Ⅱ 
「現状の

理解、問題

点の把握」 ③ 
④ 
⑤ 
⑥ 

○地域の関係機関による対処や備えについて調べ、その役割について

考える。 
・災害時の市役所、県庁、消防・警察、自衛隊の対処について、資料

等で調べ、カードに書く。     
・カードを時系列で並べ替え、関係機関の対処についてまとめる。 
・関係機関のつながりについて調べ、ノートにまとめ、どのように連

携して災害に対処する体制をとっているか、関係図にまとめる。 
・市役所や県庁、地域の備えについて調べ、ノートにまとめる。 

Ⅲ 
「深まっ

た課題の

設定」 ⑦ 

○高知県の災害対策について調べ、香川県と比較することを通して、

深まった課題をつくる。 

Ⅳ 
「多角的

に考察、選

択・判断」 

⑧ 
⑨ 

(本時) 

○香川県の災害対策が今のままでよいかどうかを話し合うことを通

して、減災のために大切なことは何かを考える。  
・自分の立場を決め、その理由をこれまでの学びをもとに考える。 
・市役所や県庁の人の話、香川県の被害想定、高知県の災害対策など、

様々な視点で話し合い、減災のために大切なことは何かを考える。 

Ⅴ 
「自分な

りの最適

解の表出」 
⑩ 

○南海トラフ地震に備えて、自分にできることを考え、ノートにまと

める。  

 

【深まった課題】 

香川県の災害対策は、本当に今のままでよいのだろうか？高

知県と比べて考えよう。 

【学習問題】 

南海トラフ地震に対して、だれがどのように備えているのだろ

う。人々の取り組みについて調べ、自分にできることを考えよう。 
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４年 単元名「よみがえる桜御門 ～復元に込めた願い～」（全 11 時間） 

段 階 時 学 習 活 動 

Ⅰ 
「学習問

題 の 設

定、学習

への見通

し」 

① 
② 

 

○香川県の文化財や年中行事について話し合い、本単元の学習問題、

学習課題を設定する。 
・香川県の文化財や年中行事について調べ、地図で分布を確認する。 
・身近な文化財として高松城に着目し、学習問題を立て、学習の計画

を話し合う。 

Ⅱ 
「現状の

理解、問

題点の把

握」 

③ 
④ 
⑤ 

 

○高松城の移り変わりについて調べ、文化財保護のための人々の工夫

や努力、願いを考える。 
・高松城のこれまでの歴史や取り組みについて調べ、年表にまとめる。 
・披雲閣や桜御門を見学したり、市の文化財課の人に話を聞いたりし

て、文化財保存事業の様子を捉え、人々の努力や願いについて考え

る。 
・動画や文化財課の人の話から桜御門復元の様子を詳しく調べ、込め

られた人々の願いや、文化財を継承することの意味について考える。 
Ⅲ 

「深まっ

た課題の

設定」 
⑥ 

○天守復元の現状について知り、深まった課題をつくる。 

Ⅳ 
「多角的

に考察、

選択・判

断」 

⑦ 
⑧ 
⑨ 
⑩ 

(本時) 

○天守復元について様々な立場の方の話を聞き、文化財としての高松

城をこれから先も受け継いでいくために大切なことを話し合う。 
・天守復元や、天守の復元に向けた取り組みについて、市の文化財課

の人に話を聞く。 
・天守復元について、玉藻公園管理事務所の所長さんに話を聞く。 
・天守復元について、市民団体の方に話を聞く。 
・様々な人の話や、高松城の移り変わり、これからの計画などをもと

に、高松城を受け継いでいくために大切なことについて話し合う。 
Ⅴ 

「自分な

りの最適

解 の 表

出」 

⑪ 

○話し合ったことをもとに、最終的な自分の考えを意見書に書く。 

【深まった課題】 

高松城をこれからも受け継いでいくためには、高松城で話題となっ

ている天守復元を、どのように考えたらよいのだろう。 

【学習問題】 

文化財として残る高松城は、どのようにして今に受け継がれてき

たのだろう。高松城の移り変わりを調べて、そのひみつを見付け

よう。 
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４年 単元名「香川県『独立の父』中野武営」（全 12 時間） 

段 階 時 学 習 活 動 

Ⅰ 
「学習問

題の設定、

学習への

見通し」 ① 
② 

○中野武営の営みや業績を概観し、学習問題をつくる。 
・県産品コンクール受賞のお菓子「武営さん」から中野武営に対する

関心を高め、人物の業績について概観する。 
・調べたことをもとに、学習問題をつくり、学習計画を立てる。 

Ⅱ 
「現状の

理解、問題

点の把握」 

③ 

④ 

⑤ 

○中野武営の取り組みについて調べる。 
・中野武営の生涯を年表や資料等から調べる。 
・香川県独立のために、中野武営が取り組んだことを調べ、まとめる。 

Ⅲ 
「深まっ

た課題の

設定」  

⑥ 
⑦ 

 

○中野武営顕彰会や放送局の方から中野武英についての話を聞き、資

料からではなかなか分からない苦心や努力について知り、深まった

課題を設定する。 
・中野武営顕彰会や放送局の方から話をうかがう。 
・中野武営の苦心や努力をまとめるとともに、深まった課題を設定す

る。 

Ⅳ 
「多角的

に考察、選

択・判断」 

⑧ 
⑨ 
⑩ 

○中野武営の取り組みから、今後の香川県の発展に向けた取り組みに

ついて構想する。 
・現在の香川県の政治や経済の様子を整理し、中野武営の取り組みが

どう影響しているのか考える。 
・前時に整理した影響を比較・関連付け・総合し、今後の香川県の発

展への取り組みについて話し合う。 
Ⅴ 

「自分な

りの最適

解の表出」 

⑪ 
⑫ 

○地域の発展に大切なことについて考え、中野武営伝を完成させる。 
・これまでの調べを振り返り、中野武営の素晴らしさと今後の香川の

発展のために、自分ができることを考える。 
・これまでの学びをもとに、中野武営伝を完成させる。 

【深まった課題】 

中野武営の取り組みは今の香川県にどのような影響を与えてい

るのだろうか。また、今後の香川県発展のヒントはないだろうか。

今後の県の発展に必要なことを中野武営の取り組みを手がかり

に構想しよう。 

【学習問題】 

なぜ中野武営は「香川県独立の父」と呼ばれているのだろう。中

野武営の業績をくわしく調べ、香川県独立の意味を考えよう。そ

して、小学生向け副読本「中野武営伝」をつくり、県内の小学校

に発信したり、顕彰会の会報に掲載したりしてもらおう。 

36



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37



４年 単元名「国際交流がさかんな直島町」（全７時間） 

段 階 時 学 習 活 動 

Ⅰ 
「学習問

題の設定、

学習への

見通し」 

① 

 

○直島町の地理的特徴や、観光客数の移り変わりについて調べること

を通して、学習問題をつくり、学習計画を立てる。 

Ⅱ 
「現状の

理解、問題

点の把握」 
② 
③ 

○直島町の観光業の取り組みについて調べ、地図や年表にまとめる。 
・直島町にたくさんの観光客が来るようになるまでの移り変わりを

調べて、年表にまとめる。 
・直島町には、どのような国から観光客がやって来るようになったの

かを調べる。 

Ⅲ 
「深まっ

た課題の

設定」 ④ 

○これまで調べてきたことと、外国人観光客数と直島町の人口との比

較から、深まった課題をつくる。 

Ⅳ 
「多角的

に考察、選

択・判断」 

⑤ 
⑥ 

(本時) 

○国際化する直島町の課題に対する取り組みについて話し合い、直島

町役場の方に提案する内容を決める。  
・直島町の課題に対する今後の取り組みについてアイデア考え、ノー

トにまとめる。 
・直島町役場の方に提案する取り組みについて、クラス全体で話し合

う。 

Ⅴ 
「自分な

りの最適

解の表出」 
⑦ 

○話し合ったことをもとに、自分の考えを選択・判断し、意見文に書

く。  

 

 

 

 

【深まった課題】 

国際化する直島町の課題に対して、どのように対応していけ

ばよいのだろう。 

【学習問題】 

観光客が少なかった直島町に、どのようにしてたくさんの観

光客が来るようになったのだろう。 
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４年 単元名「県内の特色ある地域 自然を生かしたまちづくり」（全 8 時間） 

段 階 時 学 習 活 動 

Ⅰ 
「学習問

題の設定、

学習への

見通し」 ① 
② 

○香川県三豊市の位置や特色、三豊市の観光客数の急増について知

り、三豊市のまちづくりについて調べる学習問題を設定し、学習計

画を立てる。  
・三豊市の位置や地形、名所などを調べ、地図にまとめる。 
・近年、三豊市の観光客数が急増していることを知り、三豊市のまち

づくりについて調べる学習問題を設定し、学習計画を立てる。 

Ⅱ 
「現状の

理解、問題

点の把握」 
③ 
④ 
⑤ 

○三豊市で近年注目されている父母ヶ浜など自然を生かした観光産

業とまちづくりのようすについて調べ、地図や年表にまとめる。  
・父母ヶ浜が、今のようにきれいになり観光客が増加した経緯につい

て、ちちぶの会の取り組みを中心に調べ、年表にまとめる。 
・三豊市観光協会や父母ヶ浜ポート、三豊市などが協力して父母ヶ浜

を生かしたまちづくりを行っている様子を調べ、関係図にまとめ

る。 
・三豊市がどのようなまちづくりを行っているか話し合い、まとめる。 

Ⅲ 
「深まっ

た課題の

設定」 ⑥ 

○香川県政策部地域活力推進課の方から、三豊市の移住促進 PR 動画

の作成の依頼を受け、三豊市の魅力について考える深まった課題を

設定する。 

Ⅳ 
「多角的

に考察、選

択・判断」 
⑦ 

(本時) 

○これまでの学びを生かして、三豊市の魅力を見出し、三豊市ランキ

ング（1 位～3 位）を話し合い、合意形成する。 

・自分なりの考えをもち、調べ活動を行い、根拠となる資料やデータ

を見つけ、ノートにまとめる。三豊市の魅力を話し合う中で、「豊

かな自然」「まちづくりに取り組む人々」「これからの発展」など

三豊市や三豊市のまちづくりの魅力を捉え直す。 
Ⅴ 

「自分な

りの最適

解の表出」 

⑧ 

○三豊市の自然を生かしたまちづくりに関する学習や三豊市ランキ

ングを考えることを通して分かったこと、考えたことを、三豊市の

魅力ランキングとしてまとめ、地域活力推進課の方に提案する。 

【深まった課題】 

移住セミナーで伝えるべき三豊市の魅力ってなんだろう。伝えた

い魅力をランキングに表して、地域活力推進課の方に提案しよう。 

【学習問題】 

三豊市では、どのようなまちづくりが行なわれているのだろう。 
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５年 単元名「低地のくらし」（全５時間） 

段 階 時 学 習 活 動 

Ⅰ 
「学習問

題の設定、

学習への

見通し」 
① 

○過去と現在の海津市の様子の違いから学習問題をつくり、学習計

画を立てる。 

Ⅱ 
「現状の

理解、問題

点の把握」 
② 

○海津市の水害の歴史や、水害の発生件数が大きく減ったわけを調

べ、水害からくらしを守るための工夫をノートにまとめる。 

Ⅲ 
「深まっ

た課題の

設定」 
③ 

○海津市の農業の変遷や、トマトづくりがさかんになってきたこと

について調べ、深まった課題をつくる。 

Ⅳ 
「多角的

に考察、選

択・判断」 

  

④ 
(本時) 

○海津市の農業について、どのように進めていけばよいかを選択・

判断し、全体で話し合う。  

Ⅴ 
「自分な

りの最適

解の表出」 

⑤ 

○話し合ったことをもとに、自分の考えを意見文に書く。 

 

 

 

 

【深まった課題】 

海津市では、これから米づくりと野菜づくりのどちらに力を

入れて農業を行っていけばよいのだろう。 

【学習問題】 

水害に苦しめられていた海津市の人々のくらしが、今のよう

に豊かになるために、どのような工夫があったのだろう。 
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５年 単元名「日本の水産業の未来」（全７時間） 

段 階 時 学 習 活 動 

Ⅰ 
「学習問

題の設定、

学習への

見通し」 
① 

○身の回りにある水産物や教科書の水産物の分布の資料などを活用

して、日本の水産業について概観し、日本の水産業について詳しく

調べる学習問題と学習計画を立てる。 

Ⅱ 
「現状の

理解、問題

点の把握」 ② 
③ 

○教科書から、日本の水産業の現状や課題、今後の在り方について調

べ、取材メモとしてノートにまとめ、話し合う。 
・カツオの一本釣りや巻き網漁などの事例をもとに、沿岸・沖合・遠

洋などの漁業の様子や水産加工の仕組みについて取材メモにまと

める。 
・養殖や栽培漁業の様子、運輸の仕組みなどについて取材メモにまと

める。 
Ⅲ 

「深まっ

た課題の

設定」 ④ 

○統計資料をもとに、日本の水産業の課題や今後の在り方などについ

て話し合い、深まった課題を設定する。 

Ⅳ 
「多角的

に考察、選

択・判断」 
⑤ 
⑥ 

(本時) 

○香川の事例から日本の水産業の未来について考え、ニュースの主張

点としてまとめる。。 
・香川県で盛んなハマチの養殖や一昨年から始まった讃岐さーもん

の養殖について調べ、現状や課題についてノートにまとめる。 
・ハマチの養殖と讃岐さーもんの養殖の比較から、今後の養殖業の在

り方について構想し、ニュース番組の主張点について話し合い、ノ

ートにまとめる。 

Ⅴ 
「自分な

りの最適

解の表出」 

⑦ 

○水産業の未来について、香川県の具体的事例をもとに、ニュース番

組の台本としてまとめる。 

 

【深まった課題】 

日本の水産業は今後どうなるのだろうか。香川県の事例をも

とにして調べ、今後の水産業の在り方を考えていこう。 

【学習問題】 

これからの日本の水産業の在り方を考え、ニュース番組にし

て発信しよう。 
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５年 単元名「自然災害と森林」（全 12 時間） 

段 階 時 学 習 活 動 

Ⅰ 
「学習問

題の設定、

学習への

見通し」 

① 
② 

 

○日本で起こる自然災害の歴史や分布を調べ、学習問題をつくる。 
・地図や年表から近年の日本の自然災害の傾向を調べる。 
・2020 年７月の球磨川の氾濫の様子を動画で見て、単元の学習問題

をつくり、学習の計画を立てる。 

Ⅱ 
「現状の

理解、問題

点の把握」 
③ 
④ 
⑤ 
⑥ 
⑦ 

○球磨川流域の地形や、災害対策などの取り組みについて調べる。 
・球磨川の形や流域の地形などの特徴について資料から調べ、白地図

にまとめる。 
・球磨川沿いの土地利用の様子について、地図や航空写真から調べ

る。 
・球磨川の近くに住む人々の生活と川はどう関わっているかを、動画

などで調べる。 
・国や県の災害対策について資料から調べ、分かったことをカードに

まとめる。 
・森林の働きや、森林組合の人たちの取り組みについて、資料をもと

に調べる。 
Ⅲ 

「深まっ

た課題の

設定」 
⑧ 

○集中豪雨の恐ろしさや川辺川ダムの建設について、市民団体の人か

ら話を聞き、深まった課題をつくる。 

Ⅳ 
「多角的

に考察、選

択・判断」 

⑨ 
⑩ 
⑪ 

(本時) 

○これからの日本の災害対策について、大切なことを話し合う。 
・知事がダム建設を決めた理由やそれに関わるデータを調べ、ダム建

設の是非を話し合う。 
・深まった課題についての自分の考えを書き、グループで交流する。 
・それぞれのグループの考えをもとに話し合い、これからの災害の被

害を減らすために大切なことを見付ける。 
Ⅴ 

「自分な

りの最適

解の表出」 

⑫ 

○これからの川の災害の被害を減らすための自分の考えを意見文に

まとめる。 

【深まった課題】 

これから先、集中豪雨による川の災害の被害を減らすために

大切なことは何だろう。 

【学習問題】 

水害が起こりやすい日本で、これから起こる川の水害の被害を減

らすためには、どうすればよいだろう。球磨川をもとに川の水害

の被害を減らす方法を考えよう。 
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5 年 単元名「環境を守るわたしたち」（全 6 時間） 

段 階 時 学 習 活 動 

Ⅰ 
「学習問

題の設定、

学習への

見通し」 
① 

○瀬戸内海のイメージについて話し合ったり、過去の汚れた瀬戸内

海の様子について調べたりして、瀬戸内海の環境について調べる

学習問題と学習計画をつくる。 

Ⅱ 
「現状の

理解、問題

点の把握」 ② 
③ 

○瀬戸内海の水質汚染や赤潮の被害について調べ、年表や地図にま

とめる。 
・瀬戸内海の水質汚染の変遷や赤潮の被害、水質の改善の様子につ

いて、香川県赤潮研究所の方に教えてもらい、年表にまとめる。 
・現在、水質を守るために瀬戸内地域の協力のもと行われている取

り組みについて調べ、地図や関係図にまとめる。 

Ⅲ 
「深まっ

た課題の

設定」 ④ 

○高松市環境森林部環境管理課の方から、現在の瀬戸内海で課題と

なっている海ごみ問題について教えてもらい、海ごみ問題に関し

て考えていく深まった課題を設定する。 

Ⅳ 
「多角的

に考察、選

択・判断」 

⑤ 
⑥ 

(本時) 

○海ごみの特徴や発生の原因について調べ、海ごみを解決するため

の方法を考えて話し合い、学級全体でよりよい解決方法を選択・判

断し、環境管理課の方に提案する。 
・海ごみを解決するための方法について、海ごみの削減に取り組ん

でいる地域の方にインタビューをしたり、調べ活動を行ったりし

て、自分なりのアイデアをまとめる。 
・環境管理課の方や地域の方とともに、瀬戸内海の海ごみを減らす

ために取り組みについて話し合う。 
Ⅴ 

「自分な

りの最適

解の表出」 

○瀬戸内海の環境に関する学習や、海ごみを解決するための取り組

みについて話し合ったことを通して、自分なりに考えたことをノ

ートにまとめる。 

 
 

【深まった課題】 

瀬戸内海で新たに課題となっている海ごみ問題を解決する

には、どうしたらいいのだろう。 

 

 

【学習問題】 

瀬戸内海の環境をだれが、どのようにして守っているのだろ

う？ 
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６年 単元名「未来へ向かう、コロナ時代の国際協力」（全８時間） 

段 階 時 学 習 活 動 

Ⅰ 
「学習問

題の設定、

学習への

見通し」 
① 
② 

○世界の課題と解決に向けた取り組みを調べ、学習問題をつくる。 
・世界の課題（生活知）を表出したり、資料を調べたりして、世界

が抱えている課題について知る。 
・世界のさまざまな課題の解決に向けた取り組みについて調べる

学習問題をつくり、学習計画を立てる。 

Ⅱ 
「現状の

理解、問題

点の把握」 

③ 

④ 

○日本が取り組んでいる国際協力について調べる。 
・教科書等から世界の人々が取り組んでいる国際協力について調

べる。 
・日本の取り組みを調べる 

Ⅲ 
「深まっ

た課題の

設定」 

⑤ 

○実際に活動に取り組んでいる JICA の方や青年海外協力隊の方の

話を聞き現状と課題をまとめ、深まった課題を設定する。 

Ⅳ 
「多角的

に考察、選

択・判断」 

⑥ 
⑦ 

○日本が担うべき国際協力とはどのようなものか構想する。 
・青年海外協力隊の方から聞いたことや資料を手がかりに、自分の

考えを構想する。 
・友達との交流を通して、日本の国際交流の在り方についてクラス

の考えをまとめる。 
Ⅴ 

「自分な

りの最適

解の表出」 

⑧ 

○これまでの調べを振り返り、今後のさらなる国際協力の発展のた

めに、日本や自分ができることを各自が提案書にまとめる。 

 

【深まった課題】 

青年海外協力隊の方の交流を通して、様々なことが見えてきた

本当に日本がすべき国際協力とはどんなことだろう。これまで

の調べや、資料等を手がかりに、日本が目指す国際貢献の在り

方を考え、JICA四国センターに提案し、私たちの意見を街頭で

展示してもらおう。 

【学習問題】 

世界にはさまざまな課題が存在する。課題を解決するため

に、日本はどんな役割を果たせばよいのだろうか。日本の国

際協力の具体例を手がかりに、今後のアフターコロナの世界

の中で日本が取り組むべき国際協力について考えよう。 
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（他地域でも参考となると考えられる点） 

○ 小学校段階における主権者として必要な資質・能力について、本校は「公共的な事柄に自ら参画

しようとする意欲」「合意形成・意思決定する力」「多角的に考察し、公正に判断する力」「根拠

をもって主張し、他者を説得する力」の４つと捉えた。この４つの力をもとに具体的な子どもの姿

を想定し、校内で共有することで、社会科を中心としながらそれぞれの学校の実態に応じて資質・

能力を育成することができると考える。 

 

○ 本校は、主権者として必要な資質・能力を育むための問題解決プロセスを設定した。また、その

過程で、４つの資質・能力を育む場面を計画的に位置付け、授業実践を行った。各校においても、

この５段階の問題解決プロセスを実態に応じて用いることで、主権者として必要な資質・能力を着

実に育むことができると考えている。 

 

○ 本校では、社会科を中心としながら、「ちょうせん」の時間との有機的な関連を図りながら授業

実践を行ってきた。また、４年間の社会科を見据えた上で「ちょうせん」の時間との関連を指導計

画として整理した。各校においても、社会科と総合的な学習の時間等との関連を意識し、社会科の

問題解決がより効果的に行えるよう計画することで、主権者として必要な資質・能力の育成につな

がると考える。 

 

 

課 題 

 ○ アンケート項目の、「自分の考えていることが、地域や社会の役に立つことがある」という項目

の伸びが十分ではなかった。（他の項目と比較して伸び率が低かった）これは、社会科では、自分

たちが発信したことの成果を十分に感じないままに次の単元に入ってしまい、社会的な有効感を感

じにくくなっているということが考えられる。 

 

 ○ 社会科以外の教科等との関連を考えた年間指導計画の必要性を感じた。また、その計画をカリキ

ュラム・マネジメントの視点に立って不断に見直していくことも必要である。 

 

 ○ 主権者としての資質・能力をどのように見取り、他教科等とどう関連させながら伸ばしていくの

かについては、今後の課題である。 
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